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１ 現在までの対応状況について

令和４年度
石組みによる魚道及び減勢工の設置、治山ダム本堤及び副堤の放水路断面修正

令和５年度
改良工事の効果検証調査としてサケ科魚類のモニタリング調査を実施
→第１治山ダム上流で確認されたサケの産卵床の割合は、改良前の１／３以下に減少
（カラフトマスの産卵床割合は改良前と同程度の数値。）

令和６年度
サケの遡上が回復するように、石組み魚道及び治山ダムの再改良の実施

改良対象治山ダム
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１ 現在までの対応状況について

令和６年度改良後の状況
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２ 令和７年度大雨による河川状況等の変化について
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2025/9/14
111.5mm（24時間） 46.0mm（１時間）
2025/9/21
124.5mm（24時間） 46.5mm（１時間）
2025/11/1
87.5mm（24時間） 14.5mm（１時間）

○秋季に、記録的な降雨を複数回観測

○9/14,21は
時間雨量で観測史上最大を記録
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２ 令和７年度大雨による河川状況等の変化について

撮影年月日：令和7年7月25日
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撮影年月日：令和7年9月14日

○河床変動について

9月からの度重なる豪雨により、
河川上流部において堆積した土砂が
治山ダムの下流に土砂が堆積。

増水状況

撮影年月日：令和7年11月18日
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２ 令和７年度大雨による河川状況等の変化について
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令和7年9月14日大雨後 令和7年9月21日大雨後

○折り返しプール部の土砂堆積

令和7年10月2日土砂撤去令和7年10月2日土砂撤去



３ 令和７年度 石組追加状況

大雨による河川状況の変化をふまえて令和7年11月17日に石組の追加を行った。
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４ 令和７年度モニタリング調査結果
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○カラフトマス
調査日全てで親魚および産卵床を確認することはできなかった

○サケ
調査日全てで産卵床を確認した

調査回数 ①/②の
割合

１回⽬ 1 床 12 床 8.3%
２回⽬ 1 床 26 床 3.8%
３回⽬ 0 床 11 床 0.0%
４回⽬ 0 床 2 床 0.0%
５回⽬ 0 床 3 床 0.0%
６回⽬ 1 床 8 床 12.5%

①第１ダム
上流 ②全区間

《各ダム区間における調査結果》

11/1
大雨

11/17
石組

モニタリング調査期間：令和７年９月下旬から１２月上旬
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５ モニタリング調査結果の過去との比較（カラフトマス）
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○産卵床割合（第１ダム上流）
「H20～R02」：89.2％ 「R05～R06」：57.9％ 「R07」：0.0％

(984/8)(1008/10) (260/10)(2841/10)(660/10)(1195/9) (159/10) (215/9) (361/6) (87/6) (7/6)

※産卵床数は、調査時期、調査回数にバラツキがある数値である

(産卵床数/
調査回数) (0/6)
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５ モニタリング調査結果の過去との比較（サケ）
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○産卵床割合（第１ダム上流）
「H20～R02」：35.5％ 「R05～R06」：11.5％ 「R07」：4.6％

※産卵床数は、調査時期、調査回数にバラツキがある数値である

(267/8) (191/10) (242/10) (137/10) (49/10) (93/9) (232/10) (167/9) (49/6) (117/6) (132/6) (65/6)
(産卵床数/
調査回数)
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６ まとめ
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○魚道の土砂閉塞
９月、１１月の大雨に伴う増水により、河床変動及び折り返し部分プールへの土砂

堆積が確認された。

○カラフトマス
知床半島の他の河川においてもほとんど遡上が確認されず、遡上効果を検証する

ことが困難であると判断。

○サケ

９月、１１月の大雨に伴う増水により産卵床が流出、埋没し、第１ダム上流で確認
された産卵床の割合は4.6％となった。




